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コンピュータを使って病気の種類を判定しよう。

花井泰三／岡本正宏
九州大学大学院農学研究院システム生命科学府
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最近、医療の分野では様 な々分析装置

が開発されています。例えばほんの少量

の血液から、数千種類以上の分析項目

について調べることができるようになって

きております。これらの項目から詳しく病

気の種類を調べることやどの薬が最も効

くかを調べることが可能になると期待さ

れています。ただし、分析で得られる情

報が非常に多く、簡単に理解することは

できません。そのため、コンピュータを利

用してこれらの情報を解析し、病気を行

う試みがなされています。この試みにつ

いて発表を行います。また、実験から得

られる大量の情報をコンピュータによって

解析し、遺伝子同士の関わり合いを解

析する方法についても紹介します。

コンピュータシミュレーションで
細胞メカニズムを解明する

松野浩嗣
山口大学理学部自然情報科学科
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生命現象の解明や新薬の開発のため

の実験では、多くの薬品や手間がかか

るため、時間と費用のコストが膨大にな

ります。また、動物実験が必要なことも

あり、尊い生命
いのち

を犠牲にしてきました。私

たちはこれらの問題を少しでも減らして効

率のよい実験を実現するため、「誰もが

簡単に生命現象をシミュレーションできる

ソフトウエア」の開発を目指した

Genomic Object Netプロジェクトを進

めています。

今回はアフリカツメガエルの細胞増加の

様子（細胞周期と細胞分裂）や、ショウ

ジョウバエの発生の様子(器官形成とパ

ターン形成)をモデル化したものを紹介し

ます。細胞周期の制御異常が発癌とそ

の悪性化に繋がると考えられており、「細

胞周期」の研究が注目を集めています。

また、癌が身体の秩序を壊すのに対し

て発生は秩序を構築すると考えられ対極

関係にあります。この発生のメカニズム

を解明することで私達の身体が出来る

過程を解き明かすことも可能になります。

生物にはまだまだ多くの謎が複雑に絡み

合って構成されています。コンピュータシ

ミュレーションは、この謎を解明する過程

において、たくさんのヒントを与えてくれる

とても便利な道具なのです。

制御に関与するDNA配列パターンの探索

丸山　修
九州大学大学院数理学研究院
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遺伝子からタンパク質が作られるプロセ

スには、様 な々「制御」が介在します。例

えば、「転写因子（タンパク質等の複合

体）による遺伝子の上流領域への結合」

です。これにより、「転写（遺伝子をコード

しているDNA配列の相補鎖のコピーを

作ること）」のスイッチが入ります（場合に

よっては、逆にスイッチが切れます）。こ

れまでの研究により，個々の転写因子

は複数の特定の遺伝子の特定の場所

に結合することが分かっています。

また、別の例として，同一の遺伝子領域

から相異なるタンパク質を生成する機構

である「選択的スプライシング」があげら

れます。これは，稀な現象と見なされてま

したが、最近ヒトの60%の遺伝子は選

択的スプライシングを行っていることが明

らかになり、この現象に関与するDNA配

列のパターンの存在が明らかになりつつ

あります。

会場では、以上のような遺伝子領域と

その周辺の配列データから，制御に関

与するDNA配列のパターンを抽出する

話題を紹介します。

コンピュータの中で生きる細胞を創る！？

冨田　勝／曽我朋義／金井昭夫
慶應義塾大学先端生命科学研究所
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コンピュータの中で生きる細胞を創ると

いっても、実際のバクテリアをコンピュー

タの中で培養しようとしているのではあり

ません。この研究は、バクテリアの中

で行われている様々な化学反応をコン

ピュータの上に再現していくことで、細

胞の代謝のしくみを統合的に理解しよ

うとするものなのです。私たちはこのコ

ンピュータの中で生きる細胞を電子細

胞（E-CELL）と呼んでいます。少し前ま

ではそんなに大変なことは出来るわけが

ないと言われていましたが、ここ数年でバ

クテリアのゲノム（遺伝子全部）の様子

が次 と々明らかになったことで、出来る

可能性が出てきました。

ここで、電子細胞を創るためには、細胞

の中にはどんな化学物質がどのくらいあ

るのかを知らなければなりませんでした。

ところが、このことはほんの部分的にしか

わかってないのが実情です。そこで私た

ちの研究所では、キャピラリー電気泳動

―質量分析装置（図１）という解析機器

を開発し、バクテリアの中の化学物質

の種類や量を数多く明らかにしています。

このようなデータを基にしながら、ひとつ

ひとつの化学反応をコンピュータの中に

組み込んでいるところです（図２）。

（図2）E-CELL上に構築した大腸菌の代謝経路（部分）

（図1）大腸菌代謝物質の分析装置

（図）判別


